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①大きいさいころの出た目の数と同じ番号の箱の中にコインを入れる。

②小さいさいころの出た目の数と同じ番号の両どなりの箱の中にコインを１枚ずつ
入れる。ただし１または６の目が出た場合は、出た目の数と同じ番号の箱のとな
りの箱の中にコインを２枚いれる。

①大きいさいころが３

②小さいさいころが５
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(ア)３枚のコインがすべて同じ箱の中に入っている確率。

(イ)３枚のコインが異なる３つの箱の中にそれぞれ１枚ずつ入っており、その３つの箱が
いずれもとなりあっていない確率。
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